
鎌倉女子大学紀要 第26巻 59-64頁 2019年1月

TheJournalofKamakuraWomen'sUniversity，Vol.26,pp.59-64,January2019

研究ノート

はじめに

現在、日本の漬物の中で最も国内生産量の多い

ものはキムチである。1999年に国内生産量でトッ

プになって以来、国内生産量1位を続けている。

国内でのキムチの生産は1995年頃から増加し、

1996年に100千トン、1998年に249千トンで漬物

の国内生産量で最大となり、2002年には386千ト

ンでピークを迎える1）。一方、韓国からのキムチ

の輸入推計量は1998年から急激に上昇し、1998年

に15千トン、1999年に24千トン、2003年には30.6

千トンとピークを迎える（国内の流通量の約7

％）2,3）。

日本にキムチという言葉が浸透したきっかけは、

1975年の ・キムチの素（白菜漬に混ぜるキムチ風

味のたれ）・の発売によるものとされているが1,4）、

キムチのブームは、1988年のソウルオリンピック

開催による韓国への関心の高まりに始まり、その

後、1991年の焼肉ブームで、付合せとしてのキム

チの需要が増大し、2000年のキムチダイエットの

流行、2001年にはキムチの健康増進効果、2002年
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のサッカーワールドカップ日韓共同開催、そして

2003年の韓国のテレビドラマがきっかけとなった

韓流ブームにより韓国の文化が広がったことなど

が考えられている5-9）。

この後、キムチの生産量は減少し、第2次韓流

ブームの2010年～2015年は190千トン台で推移し

たものの、16年は179千トンに減少した。同様に

韓国からの輸入推計量も2006年から2010年は約21

千トン程度で推移したが、2013年は19千トン、

2014年は17千トン、2016年は14千トン弱と減少

している1,3,10-14）。キムチは漬物の国内生産量で1

位を維持しているものの、消費の減少について、

日本在住の韓国人の間でもキムチ離れが進んでい

ることが指摘されている1,15）。

そこで、実際、キムチがどの程度食されている

のか、学園祭の来訪者を中心にキムチの消費やキ

ムチに対する意識に関してのアンケートを実施し、

キムチが日本の漬物の中でも高い地位にある理由

や、最近のキムチの消費量の減少傾向について、

消費者の意識の一端を少しでも考察できないか試

みた。

アンケート調査

アンケートは、2017年11月の学園祭に来校され

た方を中心に、質問用紙に回答いただく形で実施

した（鎌倫-16025）。調査に同意して回答いただ

けた方は147名（男性41名、女性106名）で、高校

生以下が4名、18歳～22歳が91名、20歳代が17名、

30歳代が7名、40歳代が15名、50歳代が11名、60

歳以上が2名であった。アンケートは質問用紙に

記載した選択肢を選ぶ形で実施した。

まず、「発酵食品といえば」という質問をおこ

なった。複数選択可能な10個の選択肢に対し、キ

ムチの選択数は5位で、調査対象者の39.5％が選

択していた（図1）。

次に、キムチを食べる頻度についての質問に対

し、「全く食べない」か「ほとんど食べない」と

回答した人が全体の43.5％であり、「毎日欠かさ

ず3食」か「少なくとも1食」か「週2～3回」

か「週1回程度」と回答した人（全体の27.9％）

を大きく上回っていた（図2）。

考察

最近のキムチの消費減少の原因の一つとして、

近年、漬物市場全体が下がっていることも挙げら

れている1,16）。図1から、発酵食品におけるキム

チの位置づけは決して高いものではないが、ぬか

漬けよりは高い順位であり、漬物の中でのキムチ

の位置づけは高いものと考えられた。特に2010年

の第2次韓流ブームの頃から数多くの商品が展開

され11,17）、最近では、旨味の強いキムチや甘味の
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図１ 「発酵食品といえば」に対する回答

回答用紙に納豆、ヨーグルト、キムチ、チーズ、酒、
パン、味噌、茶、その他の選択肢を示し、複数選択可
能で選んでもらった。回答者数147、回答数591。

図２ キムチを食べる頻度

回答用紙に選択肢を示し、一つ選んでもらった。回答
者数147、回答数147。



強いキムチなど、日本人の嗜好をより強く意識し

た商品も人気となっている18,19）。

近年のキムチ消費量の減少については、キムチ

の本場である韓国国内においても、特に若者のキ

ムチ離れが深刻な問題となっていることが指摘さ

れている。特に、食べない理由として、キムチの

見た目やにおいに加え、他に食べるものが多いこ

となどが挙げられている15,20）。

そこで、今回のアンケート結果を30歳未満と30

歳以上とにわけ、キムチを食べる頻度が高いと考

えられる「毎日欠かさず3食」か「少なくとも1

食」か「週2～3回」か「週1回程度」と回答し

た人を「食べる」グループ、キムチをほとんど食

べないと考えられる人「全く食べない」か「ほと

んど食べない」と回答した人を「食べない」グルー

プとして再集計した（図3）。今回の調査におい

ても、若い世代の方が、よりキムチを食べないと

考えられる結果が得られた。

また、1990年頃のエスニックブームが起点となっ

た激辛ブーム、2000年頃の唐辛子ダイエットによ

る激辛ブームの再燃などもキムチの消費拡大の下

支えになったことは間違いないであろうが21,22）、

時期が少しずれていることから、キムチの消費量

とは直接は関係していないことが指摘されてい

る7）。実際、激辛商品の市場は、大きく伸びてい

るわけではなく、全体的にはマイルド化が進んで

いることが指摘されている23-25）。

キムチは、1990年代までのニンニクを中心とし

た強壮・スタミナ食品としてのイメージから、

2000年以降、唐辛子を用いたヘルシー食品、そ

して近年、乳酸発酵食品としての美容・健康食品

へと、そのイメージを変遷させている7,26,27）。

そこで、今回のアンケートで、キムチを「食べ

る」グループと「食べない」グループについて、

キムチを発酵食品として認識しているかどうかの

割合を再集計した（図4）。この結果から、キム

チを「食べる」グループにおいても、キムチを発

酵食品として認識している人は半数に満たないこ

とがわかった。

農林水産省の平成29年度の食品産業動態調査で

挙げられている漬物の国内生産量では28）、キムチ

の151千トン注１）に次いで、浅漬が130千トン注2）、

福伸漬が58千トン注3）、しょうが漬が55千トン注4）、

たくあん漬が48千トン注5）、梅干・梅漬が24千ト

ン注6）であり、キムチと浅漬で漬物生産量の40％

を占めている。食品産業動態調査の情報から28,29）、

国内の野菜・果実漬物の生産量の推移と、国内の

キムチの生産量と浅漬の生産量の漬物生産量に占

める割合の推移を計算して図5に示した。国内の

漬物の総生産量は、2003年頃からほぼ直線的に減
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図３ 年代による違い

30歳未満（「高校生以下」～「20歳代」、男性28名、女
性84名、計112名）と、30歳以上（「40歳代前半」～「70
歳代以上、男性13名、女性22名、計35名」）の回答者に
つき、「毎日欠かさず３食」～「週１回程度」の回答者
を「食べる」グループ（30歳未満27名、30歳以上14名）、
「全く食べない」「ほとんど食べない」の回答者を「食
べない」グループ（30歳未満54名、30歳以上10名）に
集計した。＊：ピアソンのχ２検定で有意差有り（Z=
4.862、p=0.027）。

図４ キムチに対する意識

アンケートの回答者（147名）のうち、「食べる」グルー
プ（男性15名、女性26名、計41名）と「食べない」グ
ループ（男性15名、女性49名、計64名）それぞれで、
キムチを発酵食品としてあげた回答者の割合を集計し
た。ピアソンのχ２検定で有意差無し（Z=3.001、p=
0.083）。

発酵食品として
認識している

発酵食品として
認識していない



少しているのに対し（図5上）、国内の漬物生産

量に占めるキムチの生産量の割合は、1997年頃か

ら急速に増加し、2003年にピークを迎えた後、増

減はあるものの、近年はおおよそ25％前後で推移

している。また、それまで国内生産量1位であっ

た浅漬の割合は、キムチの生産量の割合の増加に

伴い減少したものの、近年はおおよそ17％前後で

推移している（図5下）。

キムチが普及した2003年以降、激辛ブームやヘ

ルシー食品ブームなどの衰退とはあまり関係無く、

国内の漬物生産量に占めるキムチの割合はほぼ横

ばいであることから、近年のキムチ消費の減少は、

特殊な理由ではなく、国内の漬物の市場が減少し

ているのに連動して国内生産量1位のキムチの消

費も減少しているものと考えられた。

韓国式のキムチ（沿帖/KIMCHI）は、野菜に

塩と唐辛子、ニンニクなどを加え発酵させたもの

であり、日本式のキムチ（KIMUCHI）は、野菜

にキムチ風味のたれを加え保管したものが主流で

ある30-32）。

2001年の国際食品規格委員会で韓国式のキムチ

がキムチの国際規格として承認されたが8,33）、韓

国人と比べ、日本人は唐辛子やにんにくの濃度が

控えめなものを好む傾向が指摘されている34）。国

産のキムチにおいては、だしを加えたもの、甘さ

を強調したもの、乳酸菌を加えたもの、熟成させ

たものなど商品が多様に変化していることも事実

であり17-19,22-25）、いくつかの文献においても、韓国

のキムチと日本のキムチは異なるものであろうこ

とが指摘されている35-38）。

このように、韓流ブーム等により韓国の食材と

して認識されたことが、国内のキムチの普及に大

きく大きく影響したことは間違いないと考えられ

るが、それから30年近くが経過し、既にキムチは

特殊な食品ではなく、固有の漬物のひとつとして

食されており、結果的に国内の漬物生産量1位を

維持している。そして近年の国内の漬物の市場の

減少に伴い、キムチの消費や生産量も減少してい

るのではないかと考えられた。

最後に

本研究に際し、データの取得にご尽力いただき

ました、比留川夏美さん、中村優希さん、大口舞

さん、大羽有梨香さん、および、アンケートにご

協力いただきました皆様に深く感謝の意を表しま

す。
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図５ 漬物の国内生産量の推移と生産量に

占めるキムチ・浅漬の割合
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要旨

現在、日本の漬物の中で最も国内生産量の多い

キムチの消費量が減少傾向にあることが報道され

ている。日本在住の韓国人の間でもキムチ離れが

進んでいることが指摘されている中、学園祭の来

訪者を中心にキムチの消費やキムチに対する意識

に関してのアンケートを実施し、キムチが日本の

漬物の中でも高い地位にある理由や、最近のキム

チの消費量の減少傾向についての考察を試みた。

結果、キムチを発酵食品として意識している人

は全体の約40％であり、「キムチを週に1回以上

食べる」と回答した人は全体の約28％であったの

に対し、「ほとんど食べない」、「全く食べない」

と回答した人は、全体の約44％であった。これら

の結果から、キムチは既に漬物の一つとしての地

位を確立し、漬物市場の減少に伴い、消費量が減

少傾向にあるのではないかと考えられた。

（2018年9月10日受稿）
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